
平成２７年９月５日 

立花南遺跡現地説明会      北上市立埋蔵文化財センター 

土器つくりの村と大型竪穴住居跡 

 

【調査要項】 

遺跡名  立花南（たちばなみなみ）遺跡 

所在地  北上市立花10地割 

調査期間 平成 27年７月29日～ 

調査目的 個人住宅建設 

調査面積 83㎡ 

 

 

１ 遺跡の位置と概要 

立花南遺跡は奈良時代末～平安時代初頭（8世紀末～9世紀前葉）の村の跡です。北上川東岸の自然堤防上、

展勝地の北側に位置しています。今までに住宅建設や堤防工事に関連し１０地点以上の発掘調査が行われており、

その結果から住宅街のほぼ全面に当時の村が埋没していると考えられます。北上川の両岸には同じ時代の村の跡

が多数見つかっており、東岸には横町遺跡（立花）、菅田遺跡（黒岩）、西岸には牡丹畑遺跡（里分）、千苅遺跡・中

村遺跡・下川端遺跡（二子）などが分布しています。中でも立花南遺跡、千苅遺跡、中村遺跡からは多数の土器を

焼いた穴が見つかっており、奈良～平安時代の土器つくりの村としては、北東北で最も古い段階であったことが近

年の研究でわかってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周辺の調査区と竪穴住居跡 

立
花
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２ 調査結果 

今回の調査では竪穴住居跡1軒（SI098）、溝の

跡４本（SD099～102）がみつかりました。 

SI098 は出土遺物から、８世紀末頃のものと考

えられます。8.0ｍ×6.8ｍの長方形で、火災で焼

け落ちたため、構造材が炭になり良く残っていま

す。屋根の垂木が平行に並んでいることから、切

妻型の屋根だったと考えられます。また、炭化し

た垂木の上に豊富な焼土が見られることから、屋

根の表面に土を乗せる「土屋根」であったことが分

かります。さらに壁には炭化した板材が並んでい

ることから、壁は土がむき出しではなく、板材＝腰

板が並べられていたことが明らかになりました。腰

板を持つ住居跡が見つかったのは、北上市内で

は初めてです。 

この時期の竪穴住居跡は一辺４～５ｍの正方

形が多く、長辺８ｍを測るこの住居跡は本遺跡で

みつかった中で最大です。また、市内でも当時最

大級であることから、集落の指導的な立場の人物

が居住していた可能性があります。 

この後、焼土と炭化材を除去し、柱穴やカマド

などを調査していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北上市立埋蔵文化財センター TEL：0197-65-0098 
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後三年合戦 

北上市立埋蔵文化財センター 平成 27年度行事予定 

埋蔵文化財センター公開：施設公開   平成 27年10月 17日（土）（みちのく民俗村まつり同時開催） 

埋蔵文化財展：「北上の国指定史跡（仮）」 平成 28年１月7日（木）～11日（月）さくらの百貨店北上店3F催事場 

発掘調査報告会・講演会：平成27年度市内遺跡発掘調査報告、講演会「北上の国指定史跡（仮）」 講師：本堂寿一（元

北上市立博物館長） 平成 27年１月9日（土） 現代詩歌文学館 

立花南遺跡とその前後の時代 ※着色部分が立花南遺跡の時代 

ＳＩ098 竪穴住居跡 炭化材出土状況（東から） 

土屋根の復元竪穴住居（仙台市 山田上ノ台遺跡） 
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